
教職志望者のみなさん、ようこそ！

教師として大切な
ルール
～未来の先生たちへ～

楽しく学ぼう！クイズを通して
教師として大切なことを考えよう！

一緒に素敵な先生をめざしましょう！



「教師」という職業のイメージ
どのようなイメージをもっているか教えてください！

3人のグループで 1人1分ずつ 笑顔で楽しく！

子どもの将来に関わり
影響力が大きい

社会的にも
信頼されている

一生懸命で情熱的に
働いている

「教師」という職業のイメージ（プラス面）

「教師」という職業のイメージ（マイナス面）

長時間労働で
大変そう

プレッシャーや
ストレスが多い

「ブラック職業」
という印象

「教師」という職業のイメージ

イメージや興味あり度の理由

「教師」という職業への興味あり度（何％？）

発表ガイド
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２

３



社会的に責任が大きい職業
ルールを破ってしまうと、どうなってしまう？

また教員の不祥事！
今年になって○件目

大きく報道

（実名報道）

懲戒処分

（免職や停職、減給など）

教師には、様々なルールが決められている！



考えてもらいたいこと
この時間の最後にも、振り返ってもらいます

○教師にとって大切なルールとは、どのようなものなのでしょうか？

○教師にとって大切なルールを守ることの目的は何なのでしょうか？
（何を守ることにつながることでしょうか？）

で考えていきましょう！クイズ形式

https://create.kahoot.it/details/abcaa56b-6f32-4756-bc99-d0ba1cbbbec3


クイズの答え合わせ
正解・不正解だけでなく、理由も考えてみよう！

Q1

Ａ：生徒との信頼関係のため、校長より生徒を優先する Ｂ：校長先生の指示に従い、会議を優先すべきである

Ｃ：先に予定として入っていた方を優先すべきである Ｄ：どちらを優先すべきか、決められるものではない

校長から「部活動よりも会議を優先してください」と言われた。どうするべき？

Q２

校長先生や教頭先生などからの仕事の指示には、従わなくてはならない！

Ａ：学校の敷地外で行うなら問題はない Ｂ：校長先生に許可をもらえば問題はない

Ｃ：週末にも働いているなら帳消しになる Ｄ：違反にあたる

勤務時間中に私用スマホを使って、通販サイトで買い物をした。これはどうなる？

仕事中は、“先生という仕事”だけに集中しなければならない！



クイズの答え合わせ
正解・不正解だけでなく、理由も考えてみよう！

Q３

Q４

先生は、世間からの信用をなくすようなことはしてはいけない！

生徒や保護者から聞いた“大事な話”を、勝手に他の人に話してはいけない！

自分のSNSに「生徒がうるさくてやっていられない！」と投稿した。名前は出していない。これはどうなる？

Ａ：愚痴だから問題はない

Ｄ：違反になりうる

Ｂ：名前は出していないので問題はない

C：表現の自由があるので問題はない

勤務後に居酒屋で「自分のクラスの○○は、本当に手がかかる」と話した。これはどうなる？

A：学校外で言っているので問題はない B：勤務時間外に言っているので問題はない

C：教師にはストレス発散が必要なので問題はない D：違反にあたる



Q５

Q６

先生は、 “特定の政党や政治の考え”を押しつけてはいけない！

先生は、ストライキや授業ボイコットなどをして抗議してはいけない！

D：同僚と給料についての話をする

クイズの答え合わせ
正解・不正解だけでなく、理由も考えてみよう！

Ａ：投票を呼びかけるのは問題はない Ｂ：校長先生に許可をもらえば問題はない

Ｃ：公立学校では政治的発言は違反にあたる Ｄ：公立学校、市立学校にかかわらず、違反にあたる

教室で「大人になったらみんなちゃんと投票行こうね！」と呼びかけた。これはどうなる？

次のうち、先生が“やってはいけないこと” はどれか？

A：授業中に「先生たちも大変なんだよ」とぼやく B：教育委員会に意見を出す

C：授業を止めて、ストライキに参加する



クイズの答え合わせ
正解・不正解だけでなく、理由も考えてみよう！

Q７

先生は、お金を稼ぐための仕事を“勝手に”やってはいけない！

Ａ：自分の子どもに勉強を教える Ｂ：有料で他人の子どもを家庭教師する

Ｃ：夏休みに趣味で絵を描く Ｄ： PTAの行事に参加する

先生が“許可なく”やったら問題になる行為はどれか？



「教師が守るべきルール」とは…教師に求められる義務や規律。

教師として大切なルールについて

服務

学んだことをまとめると…？

職務上の義務 身分上の義務
勤務時間外
もずっと！服務の宣誓

法令等及び上司の
職務上の命令に従う義務

職務に専念する義務

信用失墜行為の禁止

秘密を守る義務

争議行為等の禁止

政治的行為の制限

営利企業への従事等の制限

校長先生や教頭先生などからの
仕事の指示には、従わなくてはならない！

仕事中は、“先生という仕事”だけに
集中しなければならない！

“特定の政党や政治の考え”
を押しつけてはいけない！

先生は、ストライキや授業ボイコット
などをして抗議してはいけない！

世間からの信用をなくすような
ことはしてはいけない！

お金を稼ぐための仕事を
“勝手に”やってはいけない！

生徒や保護者から聞いた
“大事な話”を、勝手に

他の人に話してはいけない！

どのように法律で定められているのか、気になった人は、服務をクリックして調べてみてください。

先生になるときに、『公務員として
ルールを守ってまじめに働きます』という
約束を正式にしなければならない！

https://drive.google.com/file/d/1FyAVN4ErLBeVpdGhwrqyt4XLRRlCnKZG/view?usp=sharing


「学び」を振り返り
教師として大切なルールを守ることとは…？

児童・生徒の安全や信頼を守るため

教師は「公務員」であり、「児童・生徒の人生に影響を与える職業」である。

そのため、教師には社会的責任と高い倫理観が求められる。

○教師にとって大切なルールとは、どのようなものなのでしょうか？

○教師にとって大切なルールを守ることの目的は何なのでしょうか？
（何を守ることにつながることでしょうか？）



「学び」を今後につなげる
「今」から意識しておきたいこと

日常生活で「社会的視点」を育む大切さ

教師の言動が子どもや社会に与える影響の大きさ

自身のSNSや発言が「未来の自分の信頼」に関わること

・教師の仕事は「子どもと向き合う」だけではない。保護者、地域、社会全体と関わる仕事である。

・教師の言葉は、子どもにとって「すごく重い」ものである。（「何気ない言葉」が10年後も記憶に残る）

・同時に、社会からも「公的な存在」として見られている。

・SNSやネット上の発言は“記録に残る”。

・教師になってから「過去の投稿」が問題になることもある。

・信頼は“普段のふるまい”の積み重ねである。

・「自分と考えが違う人」「困っている人」を理解しようとする視点が、教育現場ではとても大事である。
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